
別紙１    市民サービス協働化提案制度事業実施状況等（令和５年度、６年度実施分） 

団体名 公益社団法人宗像青年会議所 

事業名 宗像市成人式事業 

事業の内容 

はたちのつどい運営業務は、市内及び市内出身者である新成人を対象に「おとなに

なったことを自覚し、みずから生き抜こうとする青年を祝いはげます」という趣旨の

もと、はたちの市民を祝福すること、はたちの市民が大人としての自覚や社会人とし

ての責任を養うことを目的として開催されています。 

宗像青年会議所は、地域を愛する市民活動団体として、地域の将来を担うはたちの

市民を対象としたはたちのつどい運営業務の企画立案、運営を行います。 

事業の実施結果 

【令和 5年度】 

対象者 971名中、724名参加。講師は春木開氏に務めていただきました。講師選定理由

として、春木氏はインフルエンサーとして、若者にポジティブな内容を発信している

ことや夢に向かって行動することの大切さを発言されており、はたちの市民に声が届

きやすいのではないかという考えでした。講演は「夢に向かって突き進む大切さ」を

テーマに講演し、アンケート結果では①夢に向かって突き進む大切さを実感できた、

②はたちのつどいは必要な行事かの問いには高い共感が得られました。事業として、

講師選定以外の工夫はインスタスポットを数か所作成し、一生の思い出になるような

演出を行いました。 

【令和 6年度】 

対象者 1006 名中、705 名参加。講師は中村文昭氏に務めていただきました。講師選定

理由として、①中村氏の「人とのご縁を大切にする」 という価値観は、今の若者たち

にとって非常に重要なテーマです。また、②中村さんが提唱する「何のために」とい

う視点は、自己の目的や価値観を見つめ直すきっかけとなり、参加者が自分自身の未

来を考える契機なります。さらに、③中村さんは学校や地域団体においても高い評価

を得ており、実績ある講師として多くのスピーチを行っています。以上、3点から講師

選定しました。当日の講演は「一生に一度の機会を仲間と共に」 ～明るい未来への

OneStep～をテーマに講演し、アンケート結果では①講演内容は伝わったか、②一生に

一度の機会を仲間と共に祝い、明るい未来へのきっかけとなったかに、高い共感が得

られました。講師選定以外の工夫として、①パンフレットをホームページ化で情報公

開、②インスタスポットのブラッシュアップ、③プロカメラマンによる撮影を行い、

思い出に残る演出を行いました。 

事業採択時の 

特に考慮をお願い

したい点 

・新成人が「大切にされている」、「期待されている」といった“つながる”感覚

を育める式典となるよう努めてください。 

・遠方の人、病気の人など現地で参加が困難な人も含めた全ての新成人が参加でき

る開催方式の維持に努めてください。 

・特別講師の人選については、新成人の意見も取り入れるよう努めてください。 

上記の対応状況 

① インスタスポットを作成し、「大切にされている」、「期待されている」といっ

た“つながる”感覚を育める演出を行いました。 

② web配信を行えるように、予算組みを再検討いたしました。 

③ アンケート結果から、しっかりとした話を聞きたい声が多かったため、令和 6年度

は講演家に講師を依頼しました。 

＊枠内に入らない場合は別紙に記入してください。 



別紙２ 　市民サービス協働化提案制度事業点検シート（令和５年度、６年度実施分）

団体名

担当課

 自己点検
  基  準

自己点検

4

4

4

5

4

5

4

5

5

5

　 自由記入欄（チェック項目全体を振り返って、次年度の事業実施に向けた改善点、その他気づいた点を記入）

【団　体】
市の広報力、青年会議所のノウハウ等が融合することで、より効果が高
まったと考えます。

【団　体】
アンケートからは二十歳のつどいの満足度が非常に高いことが分かりまし
た。

受益者（市民）が満足したか。

【担当課】
事業実施前に前年度の振り返りと今年度の方針を話し合い、双方の担当業
務を明確化して事業を進めることができました。

団体、市ともにお互いの特性や立
場を理解して事業を進めたか。

当初の提案どおりに実施したか。
【担当課】
市の要望以上に様々な視点からアイデアを出しカタチにしていただいた。

【団　体】
担当課と打合せを行い、市が担当することと宗像青年会議所が担当するこ
とを明確化し、事業を進めることができました。

【団　体】
当初の提案通りに実施できました。直近2年はインスタスポットも作成し、
“つながる”感覚ができるように配慮しました。

文化スポーツ課
事業名 宗像市成人式事業

チェック項目 コ　メ　ン　ト

公益社団法人宗像青年会議所

・５（目標（期待）を大きく上回った） 　・４（目標（期待）をやや上回った） 　・３（目標（期待）どおりだった）
 ・２（目標（期待）をやや下回った）　 ・１（目標（期待）を大きく下回った）

当該業務は、実行委員会議の運営、式典の企画・準備、当日の式典運営・会場設営など多岐にわたるため、業務の履行能
力が求められます。平成21年度から令和6年度まで宗像青年会議所に業務を委託しており、式典の開催に係る企画運営ノウ
ハウ・経験が豊かで、新型コロナウイルス対策などの急な要請にも柔軟に対応していただきました。引続き、事業の見直
しや予算検討、アイデアを出し合い「大人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年を祝い励ます」式典になる
よう協働し、実施していきます。

【団　体】

団体の専門性、ノウハウ、アイデ
アが活用されたか。 【担当課】

ペーパーレス化(特設ホームページの開設)や撮影スポット、プロカメラマ
ンの導入など時代に合わせた式典を作り上げていただきました。

団体と市が協働で実施したこと
で、より効果が高まったか。

【担当課】
宗像青年会議所のスタッフは本市の先輩方であり、比較的二十歳の方々と
年齢が近く、宗像の次代を担う若者に対する願いや思いをもち、運営に欠
かせない幅広い分野を安価で質の高い内容で運営できているという効果が
あります。

【担当課】
参加者アンケートから満足度が高いことが分かります。特に青春グラフィ
ティは、中学の青春時代を振り返ることができるサプライズ演出であり、
毎年会場も大盛況です。

直近2期を振り返ると大きなトラブルもなく、二十歳のつどいを運営できていると思います。また、時代に合わせたアイデ
アも取り入れ、参加者の方の満足度も高いのではないかと思います。ただし、令和6年度は物価高の高騰もあり、業者選定
や講師の選定に苦労することがありました。今後も、大人としての自覚や社会人としての責任を養うことを目的にはたち
のつどいを実施するのであれば、予算の検討も行っていただければと願います。

【団　体】
インスタスポット、ペーパーレス化など、青年らしいアイデアを活用する
ことができました。また、大きな式典の運営など、宗像青年会議所のノウ
ハウが生かせたと思います。

【担当課】






